
海

洋

境

域

の

変

遷

と

そ

の

趨

勢

太

晃

舜

田

[ま

じ

め

Iこ

海洋境域の変遷とその趨勢

一
国
家
の
主
権
が
公
海
に
及
び
う
る
空
間
的
限
界
を
画
す
る
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
多
く
の
国
家
に
影
響
を

及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
。
特
に
こ
れ
は
、
内
海
・
領
海
・
接
続
水
域
・
大
陸
ダ
ナ
お
よ
び
公
海
に
分
け
ら
れ
て
こ
れ
ま
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
。

海
洋
境
界
線
は
、

海
洋
境
界
線
は
、
概
し
て
海
の
方
向
へ
向
っ
て
伸
び
て
お
り
、
そ
の
機
能
や
位
置
も
し
だ
い
に
漠
然
と
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
た
た
め

に
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
l
(
〉
釘
同
ロ
円
四
同
四
)
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
パ
ン
ダ
リ
l
(
図
。
ロ
ロ
円
四
月
可
)
と
い
う
よ
り
も
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

(ωg匂
H
O
Eぽ
同
)

と
言
う
言
葉
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

古
く
か
ら
領
海
の
幅
に
つ
い
て
は
、
世
界
各
国
が
容
認
し
た
正
確
な
協
定
と
い
う
も
の
が
な
く
、
各
国
の
慣
例
的
な
方
法
の
も
の
で
あ

っ
た
が
、
そ
れ
が
最
近
特
に
自
国
の
資
源
や
権
域
を
守
る
た
め
二
方
的
な
海
洋
境
界
線
な
ど
を
宣
言
す
る
国
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
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こ
こ
で
は
領
海
制
度
な
ど
の
発
達
や
各
国
の
領
海
な
ど
に
関
す
る
主
張
を
通
じ
、

マ
ク
ロ
的
に
そ
の
趨
勢
及
び
南
北
性
の
一
面
に
つ
い

て
、
歴
史
地
理
的
立
場
か
ら
触
れ
て
み
た
い
と
思
う
。
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海
洋
境
域
の
変
遷

付

古
代
・
中
世

海
洋
は
有
史
以
前
か
ら
沿
岸
住
民
が
食
料
の
一
部
を
求
め
る
場
で
あ
り
、
自
然
的
生
活
環
境
の
な
か
で
能
動
的
に
自
然
を
利
用
・
克
服

し
て
そ
の
生
活
の
維
持
・
発
達
を
図
る
一
つ
の
役
割
を
果
し
て
い
た
。
太
古
の
原
始
共
産
制
社
会
に
お
い
て
は
、
水
界
も
そ
の
中
の
資
、
源

も
人
類
が
最
も
自
由
に
利
用
・
活
動
の
で
き
る
場
と
し
て
利
用
さ
れ
、
何
人
に
対
し
て
も
そ
の
活
用
を
拒
ま
な
か
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
特
定
の
民
族
ま
た
は
国
家
が
陸
上
の
領
地
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
占
有
権
の
主
張
を
海
、
洋
に
対
し
て
確
立
し
た
こ
と
は
な

く
、
海
洋
は
あ
く
ま
で
諸
民
族
共
有
の
も
の
で
あ
っ
た
。

二
世
紀
初
頭
に
、

ロ
ー
マ
に
お
い
て
海
の
法
的
地
位
の
中
で
、

マ
ル
キ
ア
ヌ
ス
(
冨

R
a同
ロ
ロ
白
)
は
、
「
自
然
法
に
よ
っ
て
海
お
よ
び
海

岸
は
す
べ
て
の
人
に
共
有
で
あ
る
」
ハ
る
と
述
べ
て
い
た
が
、
し
か
し
、
以
上
は
ロ

l
マ
の
一
般
慣
行
と
は
一
致
し
な
か
っ
た
。
当
時
の
地

中
海
に
お
け
る
海
賊
の
横
行
が
、
古
代
に
お
い
て
は
通
商
の
重
大
な
障
害
に
な
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
環
境
の
も
と
で
、

西
暦
三
九
四
年
ロ

I
マ
帝
国
が
統
一
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
地
中
海
を
自
己
の
海

(目白同
O

口。印可
0
5
0
4
冊
目
。
ロ
仲
)

の
世
界
支
配
の
意
識
が
、
当
然
海
洋
に
対
し
て
も
領
有
権
的
観
念
を
も
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
地
中
海
を
ロ

l
マ
皇
帝
の
管
轄
と
称
し
て
い

ロ
ー
マ
帝
国
は
地
中
海
を
中
心
か
ら
南
北
に
連
ね
る
線
を
中
心
に
東
西
に
分

と
す
る
ロ

l
マ
帝
国

た
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
皇
帝
の
死
後
二
子
に
よ
り
、

劃
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
お
そ
ら
く
海
洋
分
割
の
初
期
的
段
階
と
で
も
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

中
世
に
な
り
社
会
・
経
済
・
技
術
な
ど
の
進
歩
・
発
達
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
海
洋
領
有
に
関
す
る
公
権
力
支
配
の
主
張
の
ほ

う
芽
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。



七
世
紀
に
、
地
中
海
東
部
に
サ
ラ
セ
ン
帝
国
が
栄
え
、
地
中
海
の
み
な
ら
ず
、
ペ
ル
シ
ャ
湾
・
紅
海
な
ど
も
マ
レ
ノ
ス
ト
ロ
化
し
た
こ

と
が
あ
る
。

一
O
世
紀
に
は
北
欧
の
ノ
ル
マ
ン

(
Z
R自
由
ロ
・
バ
イ
キ
ン
グ
)
が
、

イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
の
北
部
・
デ
ゾ
マ
l
グ
・
ス
ウ
エ

1
デ

ン
・
ノ
ル
ウ
ェ
ー
な
ど
の
北
海
域
を
中
心
に
支
配
し
て
い
た
。

一
一
世
紀
か
ら
イ
タ
リ
ア
の
商
業
都
市
が
繁
栄
し
、
商
人
達
は
仲
立
貿
易
に
従
事
し
は
じ
め
た
が
、
地
中
海
の
海
賊
に
襲
撃
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
彼
ら
は
相
互
の
防
衛
の
た
め
に
船
団
を
組
織
し
、
武
力
に
よ
っ
て
通
商
航
海
の
安
全
を
確
保
し
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ

一
一
一
世
紀
初
頭
に
イ
ル
ネ
リ
ス
〈

H
E
R紅
白
)
に
よ
っ
て
、
海
の
法
的
地
位
が
唱
え
ら
れ
、
、
「
海
は
使
用
に
つ
い
て
は
す
べ
て
の

と
か
ら
、

人
に
共
同
で
あ
り
、
そ
の
所
有
権
に
つ
い
て
は
無
主
物
で
あ
る
。

ロ
ー
マ
皇
帝
は
海
に
管
轄
権
を
行
使
す
る
」
ハ
る
と
い
う
学
説
を
た
て
た

海洋境域の変遷とその趨勢

が
、
こ
れ
も
名
目
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
北
欧
の
バ
イ
キ
ン
グ
や
イ
ス
ラ
ム
教
世
界
を
つ
く
り
上
げ
た
ア
ラ
ビ
ア
人
が
海
洋
に
進
出
す
る
よ
う
に
な
り
、
次
い
で
イ

タ
リ
ア
・
ス
ペ
イ
ン
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
・
イ
ギ
リ
ス
人
な
ど
が
、
海
上
通
商
に
よ
っ
て
巨
利
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
に
従
い
、
海
上
交
通
も

発
達
し
、
そ
れ
ら
の
権
利
を
独
占
し
よ
う
と
す
る
た
め
、
海
洋
に
対
す
る
領
有
が
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
公
権
力
支
配
の
ほ
う
芽

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
す
三

一
三
世
紀
末
に
な
る
と
最
早
ノ
ル
ウ
ェ
ー
は
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
か
ら
ノ
ル
ウ
ェ
ー
海
岸
ま
で
の
北
方
海
域
全
般
の
領
有
を
主
張
し
、

外
国
船
が
許
可
な
し
に
こ
の
海
域
を
航
行
す
る
の
を
禁
止
し
た
の
で
あ
る
。
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一
五
五
三
年
に
は
、
発
展
し
始
め
た
英
国
と
、
北
部
ロ
シ
ア
と
の
通
商
拡
大
に
よ
る
北
方
海
路
の
交
通
が
盛
ん
に
な
る
に

つ
れ
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
は
、
そ
れ
を
阻
止
し
よ
う
と
し
て
、
英
国
と
の
聞
に
紛
争
を
起
し
、
結
局
、
英
商
船
に
通
航
料
を
支
払
わ
せ
る
こ
と

そ
の
結
果
、
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で
一
応
解
決
し
た
。

」
の
よ
う
に
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
海
洋
権
域
の
主
張
は
、

一
五
九
八
年
八
月
一
日
に
至
り
、

六
カ
イ
リ
)
ま
で
の
漁
業
水
域
を
設
定
す
る
よ
う
に
な
り
、
や
は
り
英
漁
船
田
隻
を
そ
の
翌

年
逮
捕
す
る
事
件
が
発
生
し
た
。
こ
の
時
す
で
に
沖
合
へ
の
権
域
の
範
囲
は
、
陸
地
か
ら
目

で
見
え
る
範
囲
内
と
す
る
「
視
界
線
」
ハ
と
が
設
定
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
は
、
沿
岸
海
に
お
け
る
敵
対
行
為
の
禁
止
や
、

一
回
世
紀
頃
に
は
、

沿
岸
近
接
外
国
軍
艦
の
敬
礼
を
命
じ
る
慣
行
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
(
5
Y

タ
リ
ア
の
バ
ル
ト
ル
ス

(ωRB-g)
が
領
海
一

O
O
カ
イ
リ
説
ま
た
は
、
海
上
二
日
路

説

tu
を
唱
え
た
の
も
や
は
り
こ
の
頃
で
あ
る
。

一
四
九
三
年
に
は
、

ロ
ー
マ
法
王
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
ス
ペ
イ
ン
に
大
洋
分
割
の
特
許
を
与

え
〈
旦
て
お
り
、
翌
一
回
九
四
年
の
ト
ル
デ
シ
ラ
ス
条
約
(
斗
町
四
、
吋

H
g
q
o同
叶

o丘
町
田
巳
g)

に
よ
っ
て
さ
ら
に
改
訂
さ
れ
、
ベ
ル
デ
岬
諸
島
の
西
方
三
七

O
リ
ー
グ

(
一
一
一
一
カ
イ
リ
)

の
巨
離
に
当
る
子
午
線
の
境
界
(
四
六
度
W
)
と
し
て
決
定
さ
れ
、
こ
の
線
以
東
の
新
発
見

は
ポ
ル
ト
ガ
ル
領
、
以
西
は
ス
ペ
イ
ン
領
と
す
る
こ
と
を
法
王
の
権
威
に
よ
っ
て
認
め
た

〈8
u

わ
け
で
あ
る
。

論
理
的
に
言
え
ば
、
そ
の
反
対
側
の
、

日
本
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
連
ね
る
線
(
一
三
四

度
E
)
も
、
両
国
の
将
来
発
見
す
べ
き
新
領
土
の
境
に
な
る
は
ず
で
あ
る
が
、
こ
の
付
近
に

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
周
辺
四
ミ
ー
ル

(
P
R
H
 

イ



つ
い
て
は
、
当
時
誰
一
人
と
し
て
地
理
的
知
識
を
持
つ
者
は
い
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
ス
ペ
イ
ン
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
海
洋
支
配
に
挑
戦
し
た
の
が
、

一
五
八
八
年
に
オ
ラ
ン

オ
ラ
ン
ダ
と
イ
ギ
リ
ス
で
あ
る
。

ダ
は
、
英
国
海
軍
と
連
合
し
て
、

ス
ペ
イ
ン
の
艦
隊
を
撃
破
し
て
よ
り
、
彼
ら
の
海
洋
支
配
に
大
打
撃
を
与
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
五
九
五
年
に
は
、

オ
ラ
ン
ダ
が
ス
ペ
イ
ン
の
禁
を
冒
し
て
希
望
峰
を
回
り
、

ス
ペ
イ
ン
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
独
占
下
に
あ
っ
た
東
イ
ン

ド
に
進
出
し
、

一六

O
二
年
に
は
東
イ
ン
ド
会
社
を
設
立
し
て
武
力
を
も
っ
て
そ
の
商
権
を
擁
護
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
東
イ
ン
ド

航
路
の
争
奪
を
め
ぐ
り
、

オ
ラ
ン
ダ
・
ス
ペ
イ
ン
双
方
の
船
隊
は
し
ば
し
ば
衝
突
し
て
は
、
相
互
に
掠
奪
を
繰
返
す
ハ
9
)
と
い
う
情
勢
に

な
っ
て
き
た
。

。
近
世

中
世
的
制
約
か
ら
開
放
さ
れ
る
と
、
近
代
国
家
が
自
国
の
力
以
外
に
た
よ
る
も
の
は
な
く
、
国
土
を
防
衛
し
経
済
的
利
益
を
擁
護
す
る

海洋境域の変遷とその趨勢

た
め
に
、
沿
岸
か
ら
あ
る
範
囲
ま
で
の
海
域
に
特
殊
な
地
位
を
主
張
す
る
こ
と
を
、
合
理
的
で
あ
り
現
実
的
で
あ
る
と
い
う
考
え
に
な
っ

て
き
た
。
中
立
の
維
持
と
安
全
保
障
・
自
国
民
漁
業
の
保
護
・
関
税
と
衛
生
の
問
題
が
議
論
の
中
心
と
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
例
証
を
く
ま
な
く
述
べ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
例
え
ば
一
六

O
四
年
三
月
一
目
、
英
国
は
、
当
時
世
界
商
業
の
覇
者

で
あ
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
の
私
掠
船
舶
が
英
国
近
海
に
横
行
し
て
お
っ
た
の
で
、
英
国
沿
岸
の
湾
・
入
江
・
泊
地
お
よ
び
岬
か
ら
岬
に
か
け
て

引
い
た
直
線
以
内
の
海
域
の
中
立
維
持
の
た
め
に
管
轄
権
を
行
使
す
る
こ
と
に
し
た
い
き
さ
つ
と
、
か
つ
て
ス
ペ
イ
ン
と
の
海
上
紛
争
を

正
当
化
す
る
た
め
、
そ
の
基
盤
と
な
っ
た
の
が
、

(の
H
O片
山
口
曲
)

の
「
自
由
海
論
」

一六

O
九
年
に
発
表
し
た
オ
ラ
ン
ダ
の
グ
ロ
チ
ウ
ス

209 

(
宮
但
吋
叩

-
P四
日
目
白
)
で
あ
り
、
海
洋
の
自
由
を
主
張
し
た
の
は
、

一
に
こ
の
よ
う
な
背
景
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
グ

ロ
チ
ウ
ス
も
「
視
海
説
」
は
認
め
て
い
た
ら
し
い
白
〉
と
さ
れ
て
い
る
。
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当
時
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
、
古
く
か
ら
沿
岸
の
入
江
と
、
沿
岸
海
の
一
ラ
ソ
ド
・
ケ
ニ

γ
グ

(
一
四
カ
イ
リ
)
を
ニ
シ
ン
漁
の
漁
業
水

一
五
九
八
年
に
は
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
距

域
の
範
囲
と
し
、
デ
ン
マ
ー
ク
や
ノ
ル
ウ
ェ
ー
も
、
古
く
か
ら
視
界
限
界
の
漁
業
水
域
を
主
張
し
、

岸
四
ミ
l
ル
(
冨
巳
・
一
六

O
カ
イ
リ
)
、

二
ハ
一
三
年
に
は
四

l
六
ミ
l
ル

三

六

l
二
四
カ
イ
リ
)
以
内
と
し
、
そ
の
他
フ
ァ

l
レ
島

周
辺
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
沿
海
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
沿
海
な
ど
に
も
漁
業
水
域
の
保
護
策
が
と
ら
れ
た
。

か
つ
て
イ
ギ
リ
ス
と
共
同
作
戦
を
と
っ
て
い
た
オ
ラ
ン
ダ
が
、

一
六
一

O
年
に
英
国
近
海
で
漁
業
権
を
め
ぐ
る
論
争
を
起
し
、

オ
ラ
ン

ダ
は
「
お
よ
そ
一
国
の
領
海
は
、

そ
の
国
の
実
力
の
及
ぶ
範
囲
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

K
3
と
言
う
実
力
説
を
唱
え
出
し
、

こ
れ
に
対

し
、
イ
ギ
リ
ス
の
セ
ル
デ
ン

(ω
目
庄
町
ロ
)
は
、

二
ハ
一
七

l
一
六
一
八
年
に
か
け
て
「
閉
鎖
海
論
」
(
冨

R
2
F
5
5包
2
P
ロ
o
E
E
o

富
田
弘
印
)

を
発
表
し
て
、
グ
ロ
チ
ウ
ス
の
「
自
由
海
論
」
お
よ
び
オ
ラ

γ
ダ
の
イ
ギ
リ
ス
海
岸
漁
業
権
の
主
張
に
反
対
し
、
海
の
権
域
を

め
ぐ
る
論
争
は
激
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

他
方
、

一
六
世
紀
の
末
に
イ
タ
リ
ア
の
ゲ
ン
チ
リ
ス
(
の
自
己
毘
印
)
は
、
バ
ル
ト
ル
ス
と
同
様
に
、
海
洋
一

O
O
カ
イ
リ
説
ま
た
は
海
上

二
日
路
説
を
唱
え
、

「
海
の
陸
地
に
近
い
部
分
は
一
国
の
領
有
に
属
す
る
、
そ
し
て
領
域
と
い
う
言
葉
は
陸
地
と
海
の
両
方
に
使
用
さ
れ

る
」
ハ
ヲ
と
言
い
、

し
た
が
っ
て
ロ

I
マ
法
学
者
と
し
て
は
、

ゲ
ン
チ
リ
ス
に
い
た
っ
て
は
じ
め
て
領
有
海
の
観
念
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
彼
は
「
海
は
自
然
に
よ
っ
て
万
人
に
開
放
さ
れ
、
そ
の
使
用
は
空
気
の
使
用
と
同
じ
く
万
人
に
共
有
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

海
は
何
人
も
閉
鎖
で
き
な
い
」
(
ぎ
と
述
べ
、
グ
ロ
チ
ウ
ス
に
近
い
考
え
方
で
あ
り
、
こ
の
時
代
か
ら
領
海
と
公
海
の
概
念
が
あ
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

一
七
世
紀
の
は
じ
め
に
は
、

イ
ギ
り
ス
・
フ
ラ
ン
ス
・
ス
ペ
イ
ン
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
等
も
自
国
の
沿
岸
漁
業
や
、
海
外
の
植
民
地
漁
業
の

保
護
を
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
各
国
は
漁
業
の
経
済
的
価
値
を
認
め
だ
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
重
商
主
義
的
発
展
は
、
多
く
の
国
際



的
サ
l
キ
ュ
レ

l
シ
ョ
ン

(
a
B己
主
芯
ロ
)

を
深
め
、
国
家
意
識
と
い
う
も
の
も
強
ま
り
、
そ
れ
が
国
際
法
の
必
要
性
を
推
進
せ
し
め
る

原
動
力
と
も
な
っ
た
。
こ
の
頃
イ
タ
リ
ア
の
サ
ル
ピ

(ω
曲
名
目
)
が
、
「
豊
穣
な
国
土
を
有
し
、
住
民
に
十
分
な
生
活
資
源
を
有
す
る
国
は
、

海
上
漁
業
に
利
害
薄
く
、
こ
れ
に
反
し
、
国
土
狭
く
、
海
に
生
計
の
資
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
国
は
、
広
い
範
囲
の
海
洋
を
独
占
的
に

使
用
し
う
べ
き
で
あ
る
」
ハ
与
と
唱
え
た
の
も
こ
の
よ
う
な
背
景
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

な
お
、

一
七
世
紀
の
後
半
と
も
な
る
と
、
ド
イ
ツ
の
学
者
プ
l
フ
エ
ン
ド
ル
フ
(
句
民
自
門
同
氏
・
二
ハ
一
三
ニ
ー
一
六
九
四
)
も
や
は
り
領

海
の
観
念
は
「
海
岸
か
ら
見
え
る
範
囲
」
と
し
て
「
視
界
説
」
を
認
め
、
・
ま
た
、
「
物
理
的
に
は
海
洋
の
実
効
的
支
配
は
可
能
で
あ
る
け

れ
ど
も
、
法
的
に
は
沿
岸
海
域
だ
け
が
領
有
で
き
る
」

auと
称
し
、
沿
岸
海
域
と
外
洋
と
を
区
別
し
て
論
じ
た
よ
う
に
、
具
体
化
の
傾
向

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

」
の
傾
向
は
一
八
世
紀
に
入
っ
て
、

そ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
の
バ
イ
ン
ケ
ル
ス
フ
l
ク
(
の
。
白
色
古
田

〈
白

ロ

一
層
明
確
に
な
っ
て
き
た
。

海洋境域の変遷とその趨勢

出
百
]
同
開
門
田

F
o
m
w
・
5
a
l
H斗
品

ω)

の
説
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
す
な
わ
ち
「
広
い
海
洋
に
つ
い
て
は
そ
の
自
由
が
確
立
し
て
い
る
と
と

も
に
、
海
岸
に
接
続
す
る
海
に
つ
い
て
は
沿
岸
国
の
領
有
を
認
め
、
そ
の
範
囲
は
、
海
岸
か
ら
大
砲
の
弾
丸
が
到
達
す
る
距
離
ま
で
で
あ

る
」
と
し
、
「
国
土
の
支
配
権
は
、
武
力
の
終
る
と
こ
ろ
で
終
る
」
(
仲
良

E
白

匂

2
2
S目
白
巳
E
H
d
E
白
巳
E
H
R
B
0
2
5
〈

u
x
gと

述
べ
た
こ
と
か
ら
も
判
断
さ
れ
る
。
こ
れ
が
着
弾
距
離
説
の
起
源
で
あ
る
。

同
様
に
一
七
八
二
年
に
、

イ
タ
リ
ア
の
ガ
リ
ア
ニ
(
の
同
町
田
包
)
は
、
着
弾
距
離
を
三
カ
イ
リ
と
し
、
そ
の
二
倍
で
あ
る
六
カ
イ
リ
が
領

海
の
範
囲
で
あ
る
と
唱
え
、

(KFEE)
は、

大
砲
の
着
弾
距
離
を
三
カ
イ
リ
と

一
七
九
五
年
に
も
や
は
り
イ
タ
リ
ア
の
ア
ズ

ま
た
、
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し
、
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
領
海
の
範
囲
自
〉
と
し
て
い
る
。

了
へ

t
一
九
世
-
口
h

r
」
入
り
、
在
代
童
家
、
が
戎
立
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
国
際
交
流
も
盛
ん
に
な
り
、
海
上
交
通
も
発
達
す
る
に
従
い
、
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監
視
水
域
・
領
海
・
無
害
通
行
権
な
ど
の
概
念
も
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
。

か
つ
て
海
洋
の
一
般
的
自
由
を
否
定
し
て
い
た
イ
タ
リ
ア
の
ゲ
ン
チ
リ
ス
(
の

g
E
U
-
H
U
U
N
I
E
C
∞
)
で
さ
え
、

す
で
に
「
無
害
適

行」

(Ugng同

U
E向
mm)

の
概
念
は
認
め
て
い
た
と
言
わ
れ
、

一
七
世
紀
頃
の
ブ
ア
ッ
テ
ル
(
ぐ
向
洋
回
目
)
は
「
無
害
通
行
権
」
に
つ
い

て
説
い
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
主
権
者
は
そ
の
海
域
に
陸
地
と
同
じ
権
利
、
す
な
わ
ち
、
沿
岸
海
域
が
国
家
領
域
の
一
部

で
あ
る
」
と
す
る
最
近
の
領
海
理
論
に
つ
い
て
述
べ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
パ
ッ
テ
ル
に
お
い
て
す
で
に
中
世
的
「
閉
鎖
海
論
」
か
ら
近

代
的
「
領
海
理
論
」

avが
で
き
は
じ
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
そ
の
後
と
い
え
ど
も
、
領
海
の
幅
に
つ
い
て
は
各
国
一
様
で
は
な
く
、
大
体
先
進
国
な
ど
は
三
カ
イ
リ
と
す
る
習
慣
と
、
公

海
自
由
の
原
則
を
続
け
て
き
た
の
で
あ
る
。

近
世
初
頭
以
来
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
と
す
る
貿
易
の
急
速
な
展
開
は
、

と
く
に
自
国
の
貿
易
政
策
の
た
め
関
税
政
策
が
採
用
さ
れ
、

ま
た
、
密
輸
と
り
し
ま
り
の
た
め
、

一
七
一
九
年
か
ら
一
七
三
六
年
に
そ
れ
ぞ
れ
こ
り
l
グ
(
六
カ
イ
リ
)
や
四
リ
ー
グ
(
一
一
一
カ
イ
リ
)

の
「
限
界
水
域
」
を
規
定
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

一
九
世
紀
に
は
、
資
本
主
義
の
発
展
に
伴
い
、
密
輸
も
増
大
し
、
さ
ら
に
多
く
の

「
監
視
条
例
」
が
公
布
さ
れ
、

年
)
な
ど
の
国
々
が
生
ず
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
八

O
二
年
に
は
、
そ
の
水
域
距
離
が
沿
岸
か
ら
コ
二

O
O
リ
I
グ

(九

l
三
O
Oカ
イ
リ
・
一
八

O
九

他
方
、
一
海
洋
を
世
界
各
国
の
船
舶
が
、

ど
こ
で
も
自
由
に
航
行
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
は
、
世
界
経
済
上
必
要
と
認
識
さ
れ
、
「
無

害
通
行
権
」
は
ほ
と
ん
ど
確
立
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

か
く
て
、
「
監
視
水
域
」
・
「
領
海
」
・
「
無
害
通
行
権
」
な
ど
が
、

そ
の
時
代
に
即
応

し
た
措
置
と
し
て
し
だ
い
に
結
実
の
方
向
を
示
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。

伺

海
洋
領
有
主
張
と
紛
争



一
九
世
紀
末
か
ら
こ

O
世
紀
の
初
頭
に
か
け
て
、
産
業
革
命
の
影
響
を
う
け
、
漁
業
技
術
の
進
歩
と
、
漁
船
の
大
型
化
が
な
さ
れ
、
ト

ロ
ー
ル
な
ど
の
新
し
い
漁
法
の
採
用
に
よ
り
、
漁
業
効
率
が
大
幅
に
増
大
し
た
。
そ
の
結
果
、
大
資
本
を
も
っ
漁
船
隊
が
、
外
国
沿
岸
沖

の
漁
場
へ
進
出
し
て
行
き
、
零
細
な
沿
岸
漁
民
と
の
聞
に
深
刻
な
紛
争
を
続
発
白
υ

さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
デ

γ
マ
l
グ
領
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
沿
岸
海
域
で
は
、
英
・
仏
・
ベ
ル
ギ
ー
等
の
漁
船
が
漸
次
進
出
し
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
漁
業
水

域
四
ミ

l
ル
(
一
六
カ
イ
リ
)
に
対
し
、
英
国
は
い
か
な
る
国
も
沿
岸
か
ら
三
カ
イ
リ
を
こ
え
る
海
域
に
主
権
を
主
張
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
し
て
、
論
争
と
な
り
、
結
局
デ
ン
マ
ー
ク
は
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、
距
岸
三
カ
イ
り
ま
で
の
漁
業
水
域
と
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

ス
ペ
イ
ン
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
両
国
は
、

一
八
世
紀
以
来
領
海
の
限
界
に
つ
い
て
六
カ
イ
リ
主
義
を
採
用
し
て
き
た
。
最
初
は
関
税
監
視

の
目
的
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
漁
業
や
中
立
の
目
的
に
な
っ
て
き
た
。
そ
の
ほ
か
、
漁
業
を
保
護
す
る
目
的
か
ら
、
有
害
漁
具
の
使
用
禁

海洋境域の変遷とその趨勢

止
区
域
を
二
一
カ
イ
リ
以
内
と
し
て
お
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

一
九

O
三
年
噴
か
ら
こ
の
漁
場
へ
英
・
独
の
漁
船
隊
が
進
出
し

て
、
漁
船
逮
捕
な
ど
の
事
件
に
ま
で
発
展
し
た
が
、
英
国
は
三
カ
イ
リ
を
主
張
し
て
い
た
の
で
、
事
実
上
強
制
で
き
な
い
破
目
に
お
ち
入

っ
て
い
た
。

他
方
ロ
シ
ア
の
領
海
制
度
は
、
各
地
域
の
特
性
を
考
慮
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
ご
と
に
別
個
の
限
界
を
定
め
る
こ
と
に
し
て
い
た
。

ロ
シ
ア
の
よ
う
な
広
大
で
複
雑
な
地
理
的
条
件
の
固
と
し
て
は
、
当
然
と
も
思
わ
れ
る
が
、

一
八
四
六
年
に
ベ
ー
リ
ン
グ
海
の
英
・
米
捕

鯨
漁
業
と
紛
争
を
お
こ
す
こ
と
を
さ
け
る
た
め
、
三
カ
イ
リ
を
用
い
る
こ
と
に
し
た
。
し
か
し
、

一
九

O
九
年
二
一
月
一

O
自
に
は
、
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ニ
カ
イ
リ
の
「
関
税
監
視
限
界
」
を
公
表
し
て
い
る
。
ま
た
、

一
九
一
一
年
五
月
二
日
、
太
平
洋
海
岸
に
お
け
る
漁
業
に
関
し
、

一一一カ

イ
リ
の
漁
業
水
域
を
設
定
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
は
、

一
八
一
二
年
領
海
の
範
囲
は
四
カ
イ
リ
と
定
め
て
い
た
。
こ
れ
は
「
中
立
水
域
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た

が
、
漁
業
な
ど
の
す
べ
て
の
目
的
に
関
し
て
も
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
領
域
と
解
釈
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、

フ
イ
ヨ

l
ル
ド
は
内
水

と
す
る
こ
と
、
最
遠
の
島
礁
を
結
ぶ
「
直
線
基
線
」
を
採
用
す
る
な
ど
、
そ
の
権
域
を
広
く
定
め
て
い
た
が
、
英
国
の
漁
船
が
進
出
す
る

よ
う
に
な
る
と
と
も
に
紛
争
が
生
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
漁
業
限
界
の
画
定
を
め
ぐ
る
紛
争
は
、
英
国
遠
洋
ト
ロ
ー
ル
漁
業
の
展
開
に
伴
っ
て
、
そ
の
出
漁
先
と
な
っ
た
沿
岸

各
国
と
の
聞
に
紛
争
を
起
し
、
英
国
の
領
海
三
カ
イ
リ
説
は
、
具
体
的
に
外
交
政
策
と
し
て
現
実
に
推
進
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
当

時
の
イ
ギ
リ
ス
は
、

イ
ン
ド
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
、
中
国
に
ま
で
盛
ん
に
進
出
し
て
行
っ
た
隆
盛
な
時
代
で
あ
り
、
漁
業
の
場
合
も
、
英
国

の
優
越
し
た
海
軍
力
と
外
交
的
圧
力
を
背
景
に
し
て
、
他
国
に
強
要
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
領
海
に
お
い
て
も

一
ニ
カ
イ
リ
は
、
本
来
の
合
理
性
で
は
な
く
、
力
(
市
0
項
目
同
)

に
よ
る
侵
略
的
な
性
格
が
前
面
に
お
し
出
さ
れ
て
く
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。し

か
し
、

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
・
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
領
海
四
カ
イ
リ
、

ス
ペ
イ
ン
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
六
カ
イ
リ
、

ソ
ビ
エ
ト
の
一
一
一
カ
イ
リ
主

義
の
採
用
は
堅
持
し
、
そ
の
か
わ
り
、
英
国
の
漁
船
を
一
定
区
域
へ
入
漁
の
許
容
の
形
式
を
と
っ
た
。
そ
し
て
英
国
の
説
く
三
カ
イ
リ
主

義
に
帰
依
す
る
こ
と
な
く
、

機
会
あ
る
ご
と
に
彼
ら
の
領
海
幅
を
主
張
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
ら
が
し
だ
い
に

「
接
続
水
域
」

(poZ口氏
4
叩
N
O
ロ
叩
)
や
「
大
陸
だ
な
」
(
の

ozzgs-
岳
色
町
)
問
題
と
も
な
り
、

自
国
の
漁
場
を
保
護
し
よ
う
と
す
る
方
向
に
進

ん
で
い
く
こ
と
に
も
な
る
。

一
九
一
四
年
八
月
に
第
一
次
世
界
大
戦
が
勃
発
す
る
と
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
海
域
に
は
激
し
い
通
商
破
壊
戦
が
展
開
さ
れ
た
。
開
戦
と
同
時

に
三
カ
イ
リ
以
上
の
中
立
国
の
領
海
主
張
を
ま
っ
た
く
無
視
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
中
立
限
界
の
画
定
は
、
第
一
次
世
界
大
戦



中
に
お
い
て
も
、
交
戦
国
と
中
立
国
と
の
力
関
係
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

交
戦
国
の
双
方
が
三
カ
イ
リ
主
義
を
支
持
し
、

か
っ
、
バ
ラ
ン
ス
が
交
戦
国
側
に
圧
倒
的
に
有
利
に
展
開
し
た
第
一
次
大
戦
に
お
い
て

さ
え
も
、
他
の
国
で
は
領
海
三
カ
イ
リ
主
義
が
貫
徹
さ
れ
ず
、
領
域
内
の
一
定
区
域
に
お
い
て
中
立
維
持
の
責
任
を
交
戦
国
双
方
に
対
し

て
平
等
に
は
た
す
と
い
う
合
法
的
な
逃
げ
道
を
え
ら
び
、
領
海
の
一
般
的
限
界
と
は
区
別
さ
れ
た
意
味
で
の
「
中
立
限
界
」
と
い
う
新
し

い
制
度
が
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

他
方
、

一
九
二

O
年
、
米
国
に
お
い
て
禁
酒
法
が
施
行
さ
れ
る
と
、
密
輸
船
が
急
増
し
、
こ
れ
を
取
締
る
た
め
、
沿
岸
か
ら
四
リ
l
グ

〈
一
一
一
カ
イ
リ
)
ま
で
の
海
域
に
お
い
て
、
米
国
の
港
に
む
か
う
船
舶
に
つ
い
て
管
理
を
お
こ
な
う
こ
と
に
し
た
。
ま
た
、
関
税
監
視
制

度
も
、
沿
岸
か
ら
一
一
一
カ
イ
ロ
ま
で
管
理
権
を
行
使
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
を
の
が
れ
る
た
め
、
沖
合
で
取
引
を
す
る
よ
う
に
な
っ

こ
こ
、
っ
、

ふ
j
J
'
'
u
q

一
九
二
二
年
に
二
一
カ
イ
リ
内
に
対
し
、
「
臨
検
捜
査
権
」
を
主
張
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

」
れ
ら
の
こ
と
が
原
因

海洋境域の変遷とその趨勢

と
な
り
、
世
界
各
国
は
、
領
海
は
三
・
四
・
六
カ
イ
リ
を
と
り
な
が
ら
も
「
接
続
水
域
」
を
六
カ
イ
リ
か
ら
一
一
一
カ
イ
リ
な
ど
と
、
そ
れ

こ
れ
ら
の
こ
と
が
背
景
と
な
っ
て
、

ぞ
れ
を
主
張
す
る
よ
う
に
な
り
、
「
接
続
水
域
」
を
設
け
る
こ
と
が
理
論
化
さ
れ
、

領
海
制
度
法
典

化
へ
の
努
力
と
な
る
の
で
あ
る
。

領
海
幅
員
に
対
す
る
各
国
の
主
張

海
洋
境
界
は
、
世
界
で
海
洋
に
面
す
る
国
に
と
り
重
大
な
影
響
が
あ
る
。
領
海
制
度
の
問
題
は
先
に
一
九
三

O
年
へ

l
グ
に
お
い
て
、
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国
際
法
典
編
纂
会
議
で
審
議
さ
れ
た
が
、
領
海
の
幅
員
に
関
し
て
一
致
し
た
結
論
に
到
達
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
な
ん
ら
決
定
を
み
る
に

至
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
後
も
領
海
制
度
の
問
題
は
あ
ら
た
な
発
展
を
み
る
こ
と
も
な
か
っ
た
が
一
九
四
七
年
の
国
際
連
合
総
会
の
決
議
に
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基
づ
い
て
設
置
さ
れ
た
国
際
法
委
員
会
(
国
際
法
の
法
典
化
と
そ
の
漸
進
的
発
達
を
任
務
と
す
る
)
が
、
公
海
制
度
(
大
陸
だ
な
・
漁
業

等
の
問
題
を
ふ
く
む
)
と
と
も
に
再
び
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
、

一
九
五
六
年
の
第
八
会
期
に
最
終
案
を
作
成
し
、
こ
れ
を
「
海
洋
法
」

の
一
部
と
し
て
国
際
総
会
に
報
告
し
た
。
こ
の
「
海
洋
法
」
案
は
、

一
九
五
八
年
の
第
一
回
の
海
洋
法
会
議
に
か
け
ら
れ
た
が
、
決
定
し

な
か
っ
た
。

グ
ナ

一
九
五
七
年
に
パ

l
シ

l
Q
2
2可
)
は
「
地
理
的
見
地
か
ら
み
た
海
洋
法
」
の
中
で
、
内
海
・
領
海
・
接
続
水
域
・
大
陸
棚
・
公
海

は
重
複
し
合
う
水
域
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
翁
〉
こ
と
か
ら
も
、
ま
こ
と
に
複
雑
な
問
題
ハ
包
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
一
回
海
洋
法
会
議
の
時
、

ソ
連
の
代
表
は
「
五
八
年
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
会
議
は
、
人
類
社
会
の
歴
史
的
発
展
の
産
物
で
あ
り
、
な
ん
ら

破
棄
す
る
必
要
を
認
め
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
こ
れ
ら
協
定
を
基
に
し
、
領
海
を
最
大
限
に
拡
張
す
る
試
み
を
含
め
て
緊
急
な
問
題
を

解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
問
題
の
た
め
に
目
下
国
家
聞
に
摩
擦
と
紛
争
が
ぽ
っ
発
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る

h
gと
主

張
し
、
す
で
に
警
告
を
発
し
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。

第
二
回
の
会
議
は
、

一
九
六

O
年
に
い
ず
れ
も
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
開
催
さ
れ
た
。

ダ
ナ

同
会
議
に
お
け
る
そ
の
決
議
に
よ
れ
ば
、
深
海
海
底
区
域
・
公
海
・
大
陸
棚
・
漁
業
及
び
公
海
生
物
資
源
の
保
存
・
海
洋
環
境
の
保
存

(
特
に
汚
染
の
防
止
を
含
む
)
等
の
問
題
と
並
ん
で
、
「
領
海
(
そ
の
幅
の
問
題
と
国
際
海
峡
の
問
題
を
含
む
)

及
び
接
続
水
域
」

の
問

題
が
審
議
さ
れ
た

8
)
が
、
明
確
な
決
議
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

さ
き
に
報
じ
ら
れ
た
一
九
五
三
年
の
フ
ラ
ン
ソ
ワ
報
告
に
よ
る
領
海
の
幅
員
を
見
る
と
、
三
カ
イ
リ
主
張
国
は
二
二
カ
国
で
一
番
多

く
、
全
体
の
三
八
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、

次
に
六
カ
イ
リ
主
張
国
は
二
ニ
カ
国
(
一
一
二
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
)
、

一
一
一
カ
イ
り
を
主
張

す
る
国
は
六
カ
国
(
一

0
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
)

で
あ
る
。
な
お
三
カ
イ
リ
主
張
国
は
、

ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
・
西
欧
の
諸
国
に
多
く
、



利
を
主
張
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

中
南
米
諸
国
の
多
く
は
、
大
陸
棚
上
部
水
域
お
よ
び
こ
れ
に
類
す
る
も
の
で
、

二
一
カ
イ
リ
以
上
の
二

O
O
カ
イ
リ
に
も
及
ぶ
海
域
の
権

て
お
り
、
こ
れ
に
対
し
ツ
連
で
は
、
各
国
が
公
海
の ア

ジ
ア
で
も
中
国
は
、
領
海
二
一
カ
イ
リ
の
範
囲
を
超
過
す
る
一
方
的
拡
張
に
賛
成
し

域
ま
で
を
そ
の
主
権
下
に
お
さ
め
る
こ
と
を
認
め
る

」
と
に
な
る
と
反
対

a)し
て
い
る
情
勢
で
あ
っ
た
。

一
九
六

O
年
に
な
る
と
、
三
カ
イ
リ
主
張
国
が

二
カ
国
(
三
七
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
)
、
六
カ
イ
リ
が
一

0
カ
国
(
七
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
)
と
い
ず
れ
も
一
九

五
三
年
よ
り
全
体
の
比
率
か
ら
み
る
と
低
く
な
っ
て

海洋境域の変遷とその趨勢

い
る
の
に
比
し
、

一
二
カ
イ
リ
が
二
二
カ
国
に
達

し
、
二
二
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
、
な
か
に
は
エ

ル
サ
ル
バ
ド
ル
の
よ
う
に
二

O
O
カ
イ
リ
を
主
張
す

る
国
も
現
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
現
在
各
国
の
主
張
し
て
い
る
領
海
の
幅
員

(
一
九
七
一
年
一
一
一
月
現
在
)

は
、
領
海
二
カ
イ
リ
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を
主
張
す
る
国
二
四
カ
国
で
、
全
体
の
比
率
で
は

了
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
従
前
と
比
較
す
る
と
漸
減
し

-----1953年
凡WU--...，...1960年

一一一ー1971年
O領海+治.業水域 1971
・8領海十接続水域・保存水域1971

71 

61.8% 
12カイリ。

6a 

50 

40 

30， 

%，_，t畠 3
乙昌一
注:?印は200カイリおよび大陸だな上部水域やこれに類するものを含む

(太田原図)

各国の領海の主張および一方的漁業水域等の推移第2図
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て
い
る
。
四
カ
イ
リ
主
張
国
は
三
カ
国
で
こ
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
六
カ
イ
リ
主
張
国
は
一
一
カ
国
で
一

0
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
領
海
一

O

カ
イ
リ
を
主
張
す
る
国
は
わ
ず
か
二
カ
国
で
あ
る
が
、

一
二
カ
イ
リ
は
四
五
カ
国
に
達
し
四
四
・
二
パ
l
セ

γ
ト
で
、
今
ま
で
に
な
く
多

く
の
国
が
こ
れ
を
主
張
す
る
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
。
そ
の
他
一
八
カ
イ
リ
・
二
五
カ
イ
リ
・
三

O
カ
イ
リ
・
一
一
二

O
カ
イ
リ
の
領
海
を

主
張
す
る
国
が
各
々
一
カ
国
づ
つ
あ
り
、
二

O
Oカ
イ
リ
主
張
国
は
六
カ
国
に
増
加
し
て
い
る

av

な
お
、
漁
業
水
域
と
し
て
自
国
の
領
海
の
外
に
六
カ
イ
リ
・
一
二
カ
イ
り
・
二

O
カ
イ
リ
お
よ
び
二

O
O
カ
イ
リ
を
主
張
す
る
国
や
一

入
カ
イ
リ
・
一
一
一
一
カ
イ
リ
を
自
国
の
領
海
の
外
に
、
接
続
水
域
お
よ
び
保
存
水
域
と
し
て
主
張
す
る
国
も
あ
る
。
こ
れ
ら
を
加
味
し
た

場
合
、

一
一
一
カ
イ
リ
の
権
域
を
主
張
す
る
国
は
全
体
で
六
三
カ
国
、
実
に
六
一
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
達
し
て
い
る
。
二

O
Oカ
イ
リ
お

よ
び
大
陸
ダ
ナ
上
部
や
そ
れ
に
類
す
る
海
域
の
占
有
を
明
示
し
て
主
張
す
る
国
は
全
体
の
九
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
な
り
、

し
だ
い
に
海

洋
境
界
線
を
外
洋
へ
と
漸
次
増
加
す
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

一
一
一
カ
イ
リ
領
海
主
張
国
は
、

ア
フ
リ
カ
と
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
い
て
多
く
、
二

O
O
カ
イ
リ
の
主
張
国
は
、
中
南
米
諸
国
に
多
く

な
っ
て
お
り
、

な
か
で
も
。
ブ
ラ
ジ
ル
代
表
は
、

一
九
七
一
年
三
月
の
国
連
委
員
会
の
会
期
で
、
「
国
家
司
法
権
の
二

O
O
カ
イ
リ
ま
で
の

拡
張
行
動
は
自
国
の
経
済
発
展
と
、
国
民
の
安
全
を
願
う
無
防
備
沿
岸
諸
国
の
自
然
の
解
答
で
あ
る
」
ハ
き
と
声
明
し
た
こ
と
は
、
そ
の
主

張
の
理
由
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。

西
欧
諸
国
や
日
本
な
ど
は
こ
の
段
階
で
は
三
カ
イ
リ
を
主
張
し
て
い
る
国
が
多
い
。
こ
こ
に
も
南
北
の
主
張
の
差
が
感
じ
ら
れ
る
。

し
か
し
西
欧
で
も
漁
業
国
は
領
海
の
ほ
か
に
一
一
一
カ
イ
リ
の
漁
業
水
域
を
主
張
す
る
国
も
多
く
な
っ
て
い
る
の
を
み
る
と
き
、
や
は
り

世
界
の
全
般
傾
向
と
し
て
は
、
自
国
の
海
洋
境
域
を
拡
大
す
る
方
向
に
進
ん
で
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。



海
洋
権
域
主
張
に
関
す
る
南
北
性

付

大
陸
ダ
ナ
及
び
海
底
開
発

一
九
四
五
年
米
国
に
お
い
て
主
張
し
た
大
陸
ダ
ナ
宣
言
で
、

ア
メ
リ
カ
沿
岸
の
大
陸
ダ
ナ
の
天
然
資
源
の
開
発
に
つ
い
て
、

ア
メ
リ
カ

政
府
の
管
轄
権
を
行
使
す
る
と
い
う
立
場
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
大
陸
ダ
ナ
に
対
し
て
管
轄
権
を
主
張
す
る
諸
国
が
相

次
い
で
生
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
で
き
た
の
が
、
大
陸
ダ
ナ
条
約
で
、

ま
づ
、
沿
岸
国
に
対
し
て
大
陸
ダ
ナ
を
探
索
し
、
そ
の
天
然
資
源
を
開
発
す
る
主
権
的

権
利
の
及
ぶ
範
囲
で
あ
り
、
水
深
ご

0
0
メ
ー
ト
ル
と
い
う
の
は
、
大
体
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
北
西
部
の
実
情
を
基
準
と
し
た
も
の
で
、
二

O
O

メ
ー
ト
ル
を
こ
え
る
場
合
に
は
、
天
然
資
源
の
開
発
可
能
の
限
度
ま
で
と
い
う
一
項
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
以
上
の
海
底
で
も
開

海洋境域の変遷とその趨勢

発
が
技
術
的
に
可
能
と
な
り
つ
つ
あ
り
、
現
在
そ
の
海
底
が
い
ず
れ
か
の
沿
岸
国
の
大
陸
ダ
ナ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
最
終
的
に
は
世
界

の
海
底
が
、
陸
上
の
境
界
線
と
同
じ
よ
う
に
分
割
す
る
ま
で
に
進
む
も
の
ハ

g
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
な
お
、
「
大
陸
ダ
ナ
天
然
資
源
」
に
つ

い
て
は
次
の
よ
う
な
規
定
が
あ
る
。

a 

海
床
お
よ
び
地
下
の
鉱
物
・
そ
の
他
の
非
生
物
資
源
。

b 

定
着
種
族
に
属
す
る
生
物
、
す
な
わ
ち
収
穫
期
に
お
い
て
、
海
床
の
表
面
も
し
く
は
地
下
に
絶
え
ず
接
触
し
て
い
な
け
れ
ば
動
く

」
と
が
で
き
な
い
生
物
。
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こ
の
よ
う
な
資
源
は
き
わ
め
て
多
く
の
範
囲
に
わ
た
っ
た
も
の
を
指
し
て
い
る
か
ら
、
今
後
い
ろ
い
ろ
の
論
議
を
呼
ぶ
も
の
ま
で
含
ま

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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大
陸
ダ
ナ
条
約
の
一
部
分
に
「
海
底
の
区
域
の
天
然
資
源
の
開
発
を
可
能
と
す
る
と
こ
ろ
ま
で
」
(
ぎ
と
い
う
項
目
が
あ
り
、
最
近
の
高

度
に
発
達
し
た
科
学
技
術
は
地
球
表
面
の
七
割
を
占
め
る
海
に
挑
戦
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
海
底
の
鉱
区
に
関
す
る
課
題
ま
で
が
提

起
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

世
界
の
海
洋
石
油
開
発
の
歴
史
は
、

一
八
九

O
年
に
遡
る
。
周
年
・
ア
メ
リ
カ
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
西
海
岸
と
わ
が
新
潟
県
泥
瀬
海
岸

に
お
い
て
初
め
て
の
海
洋
掘
削
が
行
な
わ
れ
て
い
る
え
ぎ
そ
の
後
、

カ
ス
ピ
海
(
の
8
1
2
回目白)

マ
ラ
カ
イ
ボ
湖
(
「
宮
曲
目
口
回
目
ゲ
O
)

等
で
も
開
発
が
行
な
わ
れ
た
が
、
第
二
次
大
戦
ま
で
は
、
木
製
の
桟
橋
に
よ
っ
て
沿
岸
浅
海
域
を
掘
削
す
る
に
止
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
今
日
で
は
、
進
ん
だ
掘
削
装
置
が
開
発
さ
れ
、
世
界
各
地
で
活
発
に
採
鉱
開
発
が
行
な
わ
れ
る
に
至
り
、
す
で
に
年
間
探
鉱

投
資
額
で
は
陸
地
を
上
回
る
勢
い
で
、
海
洋
へ
と
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

最
近
に
お
け
る
海
底
資
源
の
問
題
化
し
て
い
る
海
域
に
つ
い
て
概
観
す
る
と
、
東
南
ア
ジ
ア
・
西
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
・
日
本
周
辺
な
ど

で
そ
れ
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

東
南
ア
ジ
ア
で
は
、

シ
ヤ
ム
湾
南
方
、

マ
レ
ー
シ
ア
国
境
に
近
い
ソ
ン
グ
ラ
沖
合
約
二

O
O数
一

0
キ
ロ
の
海
域
で
、

タ
イ
・
マ
レ
l

シ
ア
・
南
ベ
ト
ナ
ム
三
国
に
よ
る
領
有
論
争
が
あ
っ
た
。

マ
レ
l
半
島
東
岸
の
ほ
ぼ
中
間
に
あ
る
ク
ア
ン
タ
ン
か
ら
東
へ
約
一
八
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
海
域
、
東
マ
レ
ー
シ
ア
の
サ
バ
・
サ
ラ
ワ

ク
沖
合
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
東
カ
リ
マ
ン
タ
ン
沖
合
、
南
ベ
ト
ナ
ム
の
南
部
大
陸
ダ
ナ
沖
合
、

フ
ィ

p
ピ
ン
の
パ
ラ
ワ
ン
島
沖
合
な
ど
で

あ
る
。西

ア
ジ
ア
方
面

a)
で
は
、

ア
ラ
ビ
ア
湾
海
域
の
ド
ラ
・
ガ
ス
回
、

ク
ウ
ェ
ー
ト
の
沖
合
の
カ
フ
ジ
・
フ
ー
ド
・
ド
ラ
油
田
な
ど
豊
富

な
所
が
多
い
。



太
平
洋
・
日
本
周
辺
で
は
、
高
度
に
発
達
し
た
科
学
技
術
に
よ
り
、
最
近
は
特
に
海
底
開
発
の
関
心
が
急
速
に
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。

中
国
で
は
、
大
陸
ダ
ナ
石
油
開
発
に
本
腰
を
入
れ
、
黄
海
・
東
シ
ナ
海
・
南
シ
ナ
海
か
ら
海
南
島
沿
岸
の
ト
ン
キ
ン
湾
に
わ
た
る
広
大

な
海
域
で
あ
り
、
東
シ
ナ
海
の
尖
閣
列
島
や
日
本
の
西
九
州
沖
に
ま
で
範
囲
が
及
ん
で
い
る
。

北
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
ダ
ナ
で
も
、

ノ

l
ス
ラ
ン
キ
ン
・
ス
コ
ッ
ト
リ
の
西
海
域
で
ガ
ス
油
田
を
開
発
し
、
北
西
オ
l
ス
ト
ラ
リ

ア
大
陸
ダ
ナ
の
ベ
ダ
ウ
沖
地
域
に
も
及
ん
で
い
る
。

日
本
周
辺
は
、
黄
海
・
東
シ
ナ
海
・
台
湾
海
峡
・
そ
の
他
南
シ
ナ
海
な
ど
に
石
油
が
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
海
域
は
、
沿
岸
各
国
の

領
海
権
を
め
ぐ
っ
て
、
争
い
が
発
生
す
る
危
険
性
が
あ
る
。

最
も
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
問
題
は
、
太
平
洋
の
数
十
メ
ー
ト
ル
の
海
底
に
眠
る
金
属
鉱
物
資
源
の
開
発
が
注
目
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る

海洋境域の変遷とその趨勢

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
海
域
で
は
、
北
海
・
パ
ル
ト
海
・
ア
ド
リ
ア
海
は
大
陸
ダ
ナ
の
境
界
線
が
画
定
さ
れ
て
い
る
。
北
海
の
イ
ギ
リ
ス
に
近
い

所
で
は
石
油
が
も
は
や
採
掘
さ
れ
て
い
る
。

現
代
の
高
度
に
発
達
し
た
科
学
技
術
は
、
大
陸
ダ
ナ
か
ら
深
海
海
底
の
開
発
に
ま
で
進
み
、
大
陸
ダ
ナ
の
限
界
や
深
海
海
底
の
国
際
管

理
の
問
題
な
ど
が
、
ど
の
よ
う
に
調
整
さ
れ
る
か
は
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

。
経
済
水
域
主
張
の
差
異

経
済
水
域
、
特
に
漁
業
水
域
は
、
領
海
の
幅
員
の
問
題
と
関
連
し
て
、

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
海
洋
会
議
以
来
提
起
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
極
め
て

新
し
い
概
念
で
あ
る
。
も
っ
と
も
第
二
次
大
戦
直
後
か
ら
一
九
五

O
年
こ
ろ
に
か
け
て
、
領
海
の
外
に
沿
岸
国
の
漁
業
に
関
す
る
管
轄
権
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を
拡
大
し
よ
う
と
す
る
主
張
が
、
中
南
米
そ
の
他
の
国
に
よ
っ
て
相
次
い
で
行
な
わ
れ
た
。
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し
か
し
、
そ
れ
は
一
方
的
な
措
置
と
し
て
、
し
か
も
大
陸
ダ
ナ
の
上
部
水
域
や
二

O
O
カ
イ
リ

(
マ
イ
ル
)

の
範
囲
に
も
及
ぶ
広
大
な

水
域
に
対
し
て
こ
れ
を
適
用
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
主
要
海
洋
国
や
水
産
国
か
ら
強
い
反
対
が
表
明
さ
れ
、
国
際
紛
争
と

な
っ
た
事
例
も
少
く
な
い
。

「
漁
業
水
域
」
は
、
こ
の
よ
う
な
漁
業
国
の
漁
業
独
占
に
対
す
る
沿
岸
国
の
要
求
と
し
て
提
唱
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
こ
れ
が
南
北
対

立

au
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
に
対
処
す
る
た
め
、
漁
獲
に
制
限
を
加
え
る
諸
協
定
や
漁
業
専
管
水
域
が
生
ず
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、

ア
メ
リ
カ
が
東
太
平
洋
の
キ
ハ
ダ
マ
グ
ロ
規
制
水
域
を
設
定
し
た
こ
と
も
や
は
り
外
国
漁
船
に
よ
る
乱
穫
や
領
海
侵
入
に
対

処
す
る
た
め
で
あ
る
。
同
国
が
日
・
加
両
国
と
と
も
に
北
太
平
洋
漁
業
条
約
を
締
結
し
、

サ
ケ
・
マ
ス
乱
穫
に
制
約
を
加
え
て
い
る
こ
と

は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。

他
方
中
国
で
は
、

一
九
四
九
年
の
革
命
以
来
漁
業
の
発
展
は
飛
躍
的
で
、

一
九
六
二
年
の
漁
獲
達
成
目
標
を
八

O
O万
ト
ン
に
し
た
こ

と
も
あ
る
と
称
さ
れ
る
程
で
、

日
本
の
以
西
漁
業
の
漁
場
と
も
一
致
し
て
い
る
。
そ
こ
は
、
韓
国
船
や
、
稀
に
は
ソ
連
漁
船
も
姿
を
み
せ

る
国
際
的
入
会
漁
場
で
も
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
過
去
何
回
か
ト
ラ
ブ
ル
も
起
き
て
お
り
、
や
は
り
各
種
漁
業
規
制
ラ
イ
ン
が
設
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、

日
本
と
ソ
連
と
の
聞
で
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
周
辺
も
規
制
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
北
洋
で
は
、

ア

イ
ス
ラ
ン
ド
の
一
方
的
な
専
管
水
域
拡
大
に
よ
っ
て
英
国
と
断
交
寸
前
に
ま
で
至
っ
た
両
国
間
の
グ
タ
ラ
戦
争
グ
は
漁
業
区
域
と
漁
獲
高

を
定
め
る
こ
と
で
合
意
が
成
立
し
た
こ
と
な
ど
も
よ
い
例
で
あ
る
。

南
氷
洋
の
ナ
ガ
ス
鯨
も
、
捕
鯨
関
係
国
で
協
議
し
、
例
年
よ
り
二
四
パ
ー
セ
ン
ト
漁
獲
を
減
少
す
る
し
、

イ
ワ
シ
鯨
が
一

O
パ
1
セ
ン

ト
、
北
太
平
洋
の
ナ
ガ
ス
鯨
も
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
減
少
す
る
よ
う
な
協
定
に
基
づ
き
、
国
別
配
分
が
決
め
ら
れ
た
。



第 3図 2.00カイリの等深線
ウィークス;海洋右油資源の開発動向と展望(天然ガス， 1973・12・天然ガス鉱業会)より所収。

(1973年4月，国連の依頼により調査提出した報告書によるもの)
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他
方
、
最
近
に
お
け
石
自
国
の
経
済
水
域
の
拡
大
の
動
き
は
活
発
で
、
領
海
の
ほ
か
に
エ
コ
ノ
ミ
ツ
ク
・
ゾ
l
ン(開
8
5
B
W
N
8
0
)

を
設
け
る
こ
と
や
、
「
領
海
二

O
O
カ
イ
リ
説
を
唱
え
る
中
南
米
諸
国
や
、
「
領
海
二
一
カ
イ
リ
、
そ
の
ほ
か
に
資
源
自
国
活
用
の
た
め
の

経
済
水
域
二

O
O
カ
イ
リ
」
を
設
定
し
よ
う
と
す
る
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
主
張
が
主
流
を
占
め
て
お
り
、
も
し
こ
れ
が
決
定
す
る

と
、
先
進
漁
業
国
は
多
大
な
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

伺

海
上
交
通

元
来
、
国
際
貿
易
は
、

一
五

t
六
世
紀
以
後
の
近
代
市
民
社
会
の
成
立
に
と
も
な
っ
て
、
国
民
経
済
が
成
立
発
展
す
る
と
同
時
に
、
世

界
経
済
が
盛
ん
に
な
っ
て
か
ら
の
も
の
で
、
特
に
一
八
世
紀
の
中
葉
か
ら
産
業
革
命
が
進
行
す
る
に
伴
っ
て
大
量
生
産
・
大
量
交
通
が
行

な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
国
際
貿
易
が
急
速
に
発
達
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
や
は
り
先
進
国
に
よ
り
貿
易
及
び
海
運
を
多
く
占
め
ら

れ
、
そ
の
影
響
が
現
在
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。

か
つ
て
ボ
ッ
グ
ス
(
切
ommm〉
は
、
主
張
す
る
水
域
の
幅
と
、

そ
の
国
の
対
外
貿
易
量
と
の
聞
に
は
、

直
接
関
係
が
あ
る

au
こ
と
を

知
り
、

ム

I
デ
ィ
(
冨
00丘
町
)
は
、
こ
れ
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
海
図
方
式
で
示
し
た

av
こ
と
、
が
あ
る
。

一
九
七
一
年
の
国
別
貿
易
量
で
み
て
も
、
輸
出
・
輸
入
そ
れ
ぞ
れ
一

O
億
ド
ル
以
上
の
量
を
有
す
る
国
は
、
ベ
ル
ギ
ー
・
西
ド
イ
ツ
・

オ
ラ
ン
ダ
・
イ
ギ
リ
ス
・
イ
タ
リ
ア
・
フ
ラ
ン
ス
な
ど
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
古
く
か
ら
の
先
進
貿
易
国
や
、

日
本
・
ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ

ダ
・
ソ
連
な
ど
の
先
進
国
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。
最
も
貿
易
量
の
少
な
い
国
は
、
南
半
球
の
発
展
途
上
国
全
般
に
認
め
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
現
象
は
、
全
般
的
に
見
て
、
先
進
国
は
領
海
な
ど
の
幅
員
を
せ
ま
く
す
る
よ
う
に
主
張
し
、
発
展
途
上
国
は
広
く
す
る
よ
う

に
し
、
そ
れ
が
南
北
の
差
異
と
な
っ
て
現
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
趨
勢
は
、
国
別
の
保
有
商
船
数
か
ら
み
て
も
同
様
な
傾
向
が
現
わ
れ
、

一、

0
0
0万
ト
ン
以
上
の
保
有
数
を
有
す
る
国
は
、
日



本
・
イ
ギ
リ
ス
・
ノ
ル
ウ
ェ
ー
・
ソ
連
・
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
先
進
国
で
あ
る
。
し
か
し
、
ギ
リ
シ
ャ
・
リ
ベ
リ
ア
・
パ
ナ
マ
の
よ
う
な

「
便
宜
置
籍
船
国
」
と
呼
ば
れ
る
国
々
は
別
と
し
て
、
総
体
的
に
見
て
ア
フ
リ
カ
や
中
南
米
は
、
自
国
船
優
先
主
義
を
と
り
、
海
運
の
自

由
を
主
張
し
、
国
際
カ
ル
テ
ル
で
あ
る
定
期
船
運
賃
同
盟
の
閉
鎖
性
に
非
難
を
持
つ
国
々
は
、
保
有
船
舶
数
が
少
な
い
か
、
又
は
、
登
録

さ
れ
て
い
な
い
国
数
が
多
く
、
や
は
り
領
海
の
幅
員
に
関
し
て
も
、
前
者
の
狭
い
幅
員
主
張
国
が
多
い
の
に
対
し
、
後
者
の
広
い
幅
員
を

主
張
す
る
国
々
が
多
く
な
っ
て
現
わ
れ
て
い
る
。

海
洋
交
通
に
関
し
て
概
観
す
る
に
、
現
行
法
で
は
領
海
内
と
い
え
ど
も
、
沿
岸
国
の
平
和
・
秩
序
・
安
全
を
乱
さ
な
い
限
り
航
行
を
許

す
と
い
う
こ
と
で
、
漁
船
・
商
船
な
ど
に
つ
い
て
は
無
害
通
行
権
(
日
ロ
ロ
。

ng仲

間

M
g
g
m叩
)
が
認
め
ら
れ
て
い
る
、
も
ち
ろ
ん
領
海
外
は

自
由
通
行
権

Q
H
O
m
宮
白
血
担
問
。
)
が
認
め
ら
れ
る
。

領
海
が
二
一
カ
イ
リ
に
な
っ
た
場
合
、
極
め
て
多
く
の
海
峡
が
公
海
か
ら
領
海
に
変
わ
り
、
(
き
軍
艦
や
潜
水
艦
の
航
行
が
制
約
を
う
け

海洋境域の変遷とその趨勢

る
こ
と
に
な
る
た
め
、
米
国
や
ソ
連
な
ど
は
、
領
海
と
は
別
に
海
峡
に
つ
い
て
は
自
由
通
行
権
を
認
め
る
べ
き
だ
と
主
張
す
る
よ
う
に
な

り
、
こ
こ
に
も
領
海
幅
員
が
問
題
視
さ
れ
る
一
因
も
あ
る
。

海
水
汚
染
防
止
に
関
し
て
も
、

一
応
の
方
向
が
示
さ
れ
て
は
い
る
が
、
正
式
に
は
採
用
さ
れ
て
い
な
い
。

現
行
法
で
は
、
船
舶
の
違
法
行
為
に
つ
い
て
は
、
そ
の
船
の
所
属
す
る
国
が
処
罰
す
る
権
限
を
持
つ
と
い
う
原
則
(
旗
国
主
義
)
が
と

ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
海
洋
に
多
く
進
出
し
て
い
る
海
運
国
に
は
都
合
よ
い
が
、
最
近
の
よ
う
に
汚
染
が
問
題
化
し
て
く
る
と
、

開
発
途
上
国
は
、
自
国
沿
岸
に
は
汚
染
防
止
ゾ
l
ン
を
設
け
、

ゾ
ー
ン
の
中
で
油
を
流
出
す
る
船
に
つ
い
て
は
、
圏
内
法
で
逮
捕
・
処
罰
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す
る
こ
と
を
主
張
す
る
国
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
汚
染
は
な
く
な
ら
な
い
と
い
う
不
満
が
強
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
大
陸
ダ
ナ
・
海
底
開
発
・
経
済
或
は
漁
業
水
域
・
海
峡
通
航
及
び
海
洋
汚
染
の
問
題
に
関
し
て
も
、
南
北
対
立
の
様
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相
が
強
く
、
ど
こ
に
妥
協
点
を
み
だ
す
か
今
後
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

む

す

ぴ

領
海
概
念
の
変
遷
を
見
る
時
、
古
代
か
ら
中
世
初
期
に
は
通
商
路
の
確
保
か
ら
、
海
洋
に
対
す
る
公
権
力
支
配
の
ほ
う
芽
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
そ
れ
が
一
三
世
紀
以
降
外
国
船
舶
の
通
航
及
び
漁
業
権
域
な
ど
に
関
す
る
紛
争
を
背
景
と
し
て
、
領
海
概
念
が
生

ず
る
よ
う
に
な
っ
た
。

近
世
に
な
る
と
、
近
海
の
管
轄
権
及
び
中
立
水
域
設
定
・
漁
業
の
保
護
策
な
ど
の
観
念
が
生
育
し
は
じ
め
、
管
轄
の
範
囲
に
関
す
る

「
視
界
説
」
や
「
実
力
説
」
が
生
ず
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
八
世
紀
に
入
り
、
通
商
貿
易
が
盛
ん
に
な
る
と
、

一
層
論
争
や
紛
争
が
広
ま
り
、
領
海
幅
の
「
着
弾
距
離
説
」
や
「
監
視
水
域
」
が

考
え
ら
れ
、
し
だ
い
に
中
世
的
「
閉
鎖
海
論
」
か
ら
「
領
海
理
論
」
が
で
き
始
め
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
に
伴
っ
て
「
無
害
通
行

権
」
や
「
公
海
自
由
の
原
則
」
・
「
領
海
幅
」
な
ど
も
具
体
化
し
て
行
き
、
漁
業
の
発
達
に
よ
る
「
漁
業
水
域
」
や
第
一
次
世
界
大
戦
か
ら

の
「
中
立
水
域
の
限
界
」
や
「
接
続
水
域
」
な
ど
の
理
論
化
の
進
展
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
ら
は
、
そ
の
時
代
に
お
け
る
国
力
の
消
長
に
よ
る
力
(
宮
者
自
己
関
係
の
反
映
が
、

海
洋
に
お
け
る
権
域
の
広
狭
を
示
す
よ
う
に

な
り
、
現
代
的
領
海
制
度
の
法
典
化
へ
の
努
力
と
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

最
近
は
東
南
ア
ジ
ア
や
ペ
ル
シ
ャ
湾
、
東
亜
な
ど
の
海
底
石
油
問
題
、
太
平
洋
の
深
海
開
発
問
題
、
太
平
洋
・
大
西
洋
の
北
部
や
中
南

米
お
よ
び
ア
フ
リ
カ
海
域
の
漁
業
問
題
、
そ
の
う
え
海
峡
通
航
や
海
洋
汚
染
問
題
も
加
わ
り
、
各
国
の
権
益
海
域
設
定
の
主
張
は
複
雑
で

あ
る
。



そ
の
趨
勢
は
、
発
展
途
上
国
側
の
主
張
が
優
勢
で
、
先
進
国
側
も
領
海
二
一
カ
イ
リ
や
、
条
件
っ
き
経
済
水
域
二

O
O
カ
イ
リ
を
認
め

ょ
う
と
す
る
傾
向
も
現
れ
、
こ
れ
ら
に
よ
る
影
響
は
大
き
い
だ
け
に
、
今
後
も
多
く
の
論
議
を
呼
ぶ
も
の
と
思
う
。

ア
レ
キ
サ
ン
ダ
l
(
〉
釘

g骨
骨
)
は
、
沖
合
水
域
を
沿
岸
構
成
体
(
の
。

gH-g向

田

口

C
ロ
1
0
M
)

で
あ
る
と
称
し
、
「
沖
合
水
域
は
、
文
化

的
に
も
、
自
然
的
に
も
常
時
変
貌
し
つ
つ
あ
る
状
態
に
あ
る
た
め
、
沖
合
境
界
線
の
本
質
も
ま
た
変
り
つ
つ
あ
る
」
と
結
論
を
下
し
て
い

る
。
最
近
の
よ
う
な
趨
勢
で
は
、
境
界
線
概
念
を
陸
地
か
ら
海
の
方
向
へ
と
変
え
ざ
る
を
得
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
ジ
ュ
リ
ア

γ
・
ミ
ン

ギ

I

C
己
目
白
ロ
冨
山
口
包
)
は
、
「
沖
合
地
理
・
理
論
的
考
察
」
の
あ
と
書
の
な
か
で
「
海
洋
は
、
国
家
体
制
の
仲
張
に
お
い
て
最
後
に
ひ

か
れ
る
べ
き
境
界
線
と
言
っ
て
よ
く
、
こ
の
境
界
線
の
設
定
に
よ
っ
て
、
地
球
の
政
治
的
断
片
性
は
完
成
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
」
と
言
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
も
、
海
洋
は
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

3
2
司

B
E目
白
)

の
一
部
で
あ
り
、
最
近
の
よ
う
な
資
源
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
情
勢
下
で

t土

一
九
世
紀
以
来
の
先
進
国
的
発
展
思
想
を
根
本
的
に
聞
い
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
来
て
お
り
、
海
洋
制
度
の
な
り
ゆ
き
も

海洋境域の変遷とその趨勢

予
断
を
許
さ
な
い
情
勢
で
あ
り
、

し
だ
い
に
バ
ン
ダ
リ
I
(切
O
ロ
ロ
門
古
一
号
)
化
し
て
行
く
現
象
と
も
な
っ
て
い
る
。

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
、
も
、

公
海
の
自
由
も
制
約
さ
れ
つ
つ
あ
り
、

一
九
世
紀
末
を
陸
の
政
治
区
画
時
代
と
す
る
な
ら
ば
、
二

O
世
紀
末
は
海
の
政
治
区
画
時
代
と

も
言
う
べ
き
で
、
こ
れ
か
ら
の
海
洋
法
会
議
は
、
国
際
法
規

(
F
Z
B丘町
OE-

(
V
O
仏
叩
)

の
設
定
が
、
各
国
の
単
な
る
国
際
政
治

(
Z目
。

t
o口
同
-
H
M
C

ロロ
F
白
血
)

の
表
明
時
代
を
経
験
し
な
が
ら
も
、

し
だ
い
に
結
実
さ
せ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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